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平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
気
象
庁
は
大
雨
特
別
警
報
を

発
表
し
た
。
各
地
で
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
、
７
月
31
日
現
在
で
死
者
２
２
０
人
、
行

方
不
明
者
９
人
に
上
っ
た
。
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
要
因

の
一
つ
は
、
行
政
か
ら
の
災
害
情
報
が
避
難
行
動
に
結
び
つ

か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た

７
月
６
日
、
11
府
県
で
避
難
所
へ
避
難
し
た
の
は
、
避
難
対

象
者
の
０
・
２
６
％
の
み
で
あ
っ
た
。

　

町
会
や
自
治
会
が
中
心
と
な
り
、
住
民
自
ら
が
独

自
に
雨
量
計
を
設
置
し
た
り
、
行
政
と
と
も
に
作
成

し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
も
と
に
避
難
訓
練
を
実
施

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
早
期
避
難
に
つ
な
げ
、
減
災

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
が
追
加
さ
れ
た
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
は
、
構
造
改
革
に
着
手
す
る
点
に
期
待
が
高
ま
る
。

現
在
の
本
市
の
事
業
で
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど

の
財
源
措
置
が
な
い
、
も
し
く
は
国
や
府
の
基
準
を
超
過
し

て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
関
係
諸
団
体
と
協
議
の

う
え
、
プ
ラ
ン
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

中
核
市
移
行
に
つ
い
て
は
、
経
常
的
経
費
１
３
０
０
万
円

の
増
加
は
本
市
の
財
政
規
模
の
う
ち
約
０
・
０
１
７
％
で
あ

り
影
響
は
小
さ
く
、
初
期
的
経
費
３
億
７
６
０
０
万

円
に
つ
い
て
も
、
７
年
間
に
分
散
さ
れ
る
た
め
経
費

捻
出
は
可
能
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
財
政

的
不
安
要
素
は
軽
減
さ
れ
た
と
考
え
る
。
岸
和
田
市

の
変
革
の
た
め
、
中
核
市
移
行
を
実
現
さ
れ
た
い
。

【
問
】
中
核
市
移
行
に
関
し
て
、
財
政
的
な
影
響
と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
面
で
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
第
２
回
定
例
会
の

時
点
よ
り
も
日
程
が
タ
イ
ト
と
な
り
、
例
え
ば
専
門
職
や
そ

の
研
修
期
間
が
十
分
に
確
保
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
行
財
政
改
革
も
並
行
し
て
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
本
市
の
予
算
規
模
か
ら
す
る
と

移
行
に
伴
う
経
費
は
財
政
に
影
響
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

【
答
】
人
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
府
か
ら
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
十
分
な
体
制
が
整
う
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
試
算
上
、
マ
ク
ロ
的
に
は
影
響
は
非
常
に

小
さ
く
、
初
期
的
経
費
は
７
年
間
に
分
散
し
て
必
要

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
た
め
、
経
費
捻
出
は
十
分

に
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
22
年
か
ら
現
在
ま
で
、
花
月
園
・
大
津
び
わ
こ
・
観

音
寺
・
一
宮
の
各
競
輪
場
は
廃
止
さ
れ
、
奈
良
・
高
松
は
存

廃
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
競
輪
事
業
の
将
来
性
に
つ
い
て
、

売
り
上
げ
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
今

回
の
大
規
模
改
修
の
１
期
工
事
で
約
37
億
円
か
か
る
。
本
市

の
収
支
予
測
で
は
48
年
ま
で
の
16
年
間
で
大
規
模
改
修
の
た

め
の
起
債
を
償
還
し
、
19
・
２
億
円
の
果
実
と
な
る
。
今
後

も
春
木
地
区
の
住
民
に
迷
惑
を
か
け
続
け
、
現
在
21
億
円

の
果
実
を
１
・
８
億
円
減
ら
す
意
味
が
分
か
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
規
模
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
現
在
想
定

す
る
２
期
工
事
の
約
15
億
円
を
収
支
予
測
に
組
み
込

め
ば
赤
字
に
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
本
市
も
競

輪
場
の
廃
止
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

①
本
市
の
財
政
力
指
数
は
０
・
６
と
低
い
。

人
口
増
加
と
財
政
力
向
上
の
た
め
学
校
教

育
に
財
源
を
投
入
し
、
お
金
と
頭
を
使
い

発
展
し
な
が
ら
の
財
政
力
再
建
が
必
要
だ
。

②
子
ど
も
や
高
齢
者
、
運
転
免
許
証
返
納

者
な
ど
の
交
通
弱
者
及
び
観
光
客
の
た
め

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
す
べ
き
だ
。

③
駅
前
商
店
街
に
テ
レ
ワ
ー
ク
・
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
こ
ど
も
園
な
ど

の
通
勤
に
便
利
な
環
境
を
つ
く
り
、

市
民
所
得
の
向
上
を
図
る
べ
き
だ
。

④
岸
和
田
を
支
え
る
学
校
教
育
の

た
め
少
人
数
学
級
で
学
力
向
上
を
。

財
政
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
新
事
業
、
学
校
教
育
に
つ
い
て

競
輪
場
の
大
規
模
改
修
は
や
め
廃
止
す
べ
き
だ
！

財
政
健
全
化
と
中
核
市
の
推
進

行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
策
定
と
中
核
市
移
行
に
つ
い
て

災
害
か
ら
命
を
守
る
の
は
「
早
期
避
難
」

( 大阪維新の会）
前田　将臣

(新生クラブ）
井舎　英生井上　博

(自民クラブ）
反甫　旭

(自民クラブ）
鳥居　宏次

そ
の
他
の
質
問 

○
消
防
・
防
災
活
動
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

市政に関する　一　般　質　問

そ
の
他
の
質
問 

○
災
害
時
の
対
応

　
　
　
　
　
　

 

○
岸
和
田
ブ
ラ
ン
ド

( 無所属クラブ）

そ
の
他
の
質
問 

○
中
核
市
移
行

◆12月６日(木)本会議
◆12月７日(金)本会議
◆12月11日(火)文教民生常任委員会
◆12月12日(水)事業常任委員会
◆12月13日(木)総務常任委員会
◆12月14日(金)庁舎建替特別委員会
◆12月17日(月)本会議
※いずれも午前10時開会の予定です。
　日程は変更される場合があります。
※傍聴される方は、当日、３階議会
　受付までお越しください。

12 月定例会の開催日程について

　６日(木)と７日(金)の本会議
を、テレビ岸和田で生中継しま
す。再放送は、８日(土)と９日
(日)の予定です。
　また、ラヂオきしわだでも８日(土)と９
日(日)に録音放送します。詳細は、各放送
局のウェブサイトをご覧ください。

議会中継を実施します

　

今
回
の
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
案
で
は
、
市
の
財
政
悪
化
の

要
因
を
、
①
幼
稚
園
や
公
民
館
が
多
く
時
代
に
合
わ
な
い
施

策
が
続
い
て
い
る
、
②
国
基
準
を
超
え
た
他
市
よ
り
も
手
厚

い
施
策
の
見
直
し
が
不
十
分
で
あ
る
、
③
歳
入
確
保
が
不
十

分
で
あ
る
、
と
し
て
市
民
に
負
担
増
を
求
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
公
民
館
が
多
い
の
は
、
市
民
が
活
発
に
活
動
し

て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
市
が
独
自
施
策
を
行
っ
て
い
る
の
は
、

国
基
準
が
低
い
た
め
市
民
の
要
望
に
応
え
た
も
の
で
あ
る
。

国
並
み
の
施
策
を
行
う
だ
け
な
ら
、
自
治
体
の
値
打

ち
は
な
く
な
り
、
岸
和
田
の
よ
さ
を
な
く
す
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
や
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の

助
成
廃
止
な
ど
も
多
く
の
市
民
に
影
響
を
与
え
る
た

め
、
丁
寧
な
説
明
と
理
解
を
得
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　

大
阪
府
北
部
地
震
で
は
、
都
市
直
下
型
地
震
の
課
題
が
露

呈
し
た
。
そ
れ
は
多
数
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
緊
急
停
止
で
あ

る
。
閉
じ
込
め
ら
れ
た
際
に
必
要
な
物
を
収
納
し
た
防
災
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

　

避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
問
題
へ
の
対
応
は
重
要
で
あ
る
。

二
次
感
染
の
課
題
な
ど
に
対
応
で
き
る
、
衛
生
的
な
組
み
立

て
ト
ラ
ン
ク
型
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
の
導
入
と
、
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
の
整
備
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　

飲
料
水
確
保
の
た
め
、
防
災
機
能
を
備
え
た
災
害

支
援
型
自
動
販
売
機
の
設
置
協
定
を
締
結
す
べ
き
で

あ
る
。

　

乳
児
用
備
蓄
品
に
、
衛
生
的
で
あ
り
手
軽
で
災
害

時
で
も
有
効
な
液
体
ミ
ル
ク
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

【
問
】
災
害
発
生
時
に
災
害
対
策
本
部
が
市
役
所
本
庁
舎
に

設
置
さ
れ
る
が
、
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
。
大
規
模
な
地
震

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
な
か
、
災
害
対
応
の
司
令
塔
た

る
危
機
管
理
部
が
市
役
所
本
庁
舎
に
あ
る
の
は
問
題
で
あ
る
。

新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
市
役
所
別
館
や
消
防
本
部
に

危
機
管
理
部
を
移
転
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

【
答
】
市
長
室
と
距
離
的
に
近
い
こ
と
や
、
町
会
役
員
が
自

主
防
災
組
織
の
役
員
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
の

防
災
に
関
す
る
相
談
に
来
る
際
に
便
利
な
こ
と
、
加

え
て
防
災
行
政
無
線
な
ど
の
各
種
シ
ス
テ
ム
の
移
設

に
多
く
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
場
所

が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

岸
和
田
の
よ
さ
を
損
な
う
行
財
政
改
革
案

災
害
・
緊
急
時
に
お
け
る
備
え
に
つ
い
て

( 大阪維新の会）
宇野　真悟

(日本共産党）
中井　良介

(公明党）
南　加代子

そ
の
他
の
質
問 

○
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の
啓
発
活
動


